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ていない。本研究は 2008 年から 2014 年の 6 年間、宮城県牡鹿半島沿岸で多年生ヒ
バマタ目褐藻エゾノネジモクが尖礁上部の潮間帯に形成され、潮下帯の無節サンゴ
モ群落にはキタムラサキウニとバフンウニが同所的に高密度に生息する岩礁域で行 
った。ここで、ウニ類の索餌活動がエゾノネジモクの群落規模へ与える影響、群落が 
ウニ類の生物生産に与える影響、そして東北地方太平洋沖地震がウニ類個体群と 
エゾノネジモク群落へ与えた影響を調べた。ウニ類の索餌移動に影響を与える無機 
環境要因と生理的要因の重回帰分析の結果、キタムラサキウニは夏の高水温、冬の
強波浪ならびに食物の充足、バフンウニは秋の高水温が索餌移動に負の影響を示 
 
 
した。しかし、地震前にはウニ類が活発に索餌移動したにもかかわらず十分摂食でき 
ず群落規模はほとんど変化しなかった。津波によってキタムラサキウニの密度が著し 
く低下した調査区では、2011 年の夏にエゾノネジモクの幼体が斑状に加入して存続 
した。すなわち、地震前は索餌移動したキタムラサキウニの幼体への摂食が群落拡 
大の阻害要因と特定した。エゾノネジモク群落は夏の高水温と津波に影響されず、 
地盤沈下後に主枝長のピーク時の値は大きくなり、主枝密度は低下して地震前後で 
ほぼ変わらない高い生産力を維持した。しかし、キタムラサキウニの成長と生殖巣の 
量的発達は既往のヒバマタ目褐藻群落に比べて劣り、バフンウニでは同等であっ 
た。キタムラサキウニは索餌移動しても群落を十分に摂食できず、夏季にエゾノネジ 
モクの脱落藻体が大量に供給されても摂食活動が低下してほとんど消費できなかっ 
たことから群落のウニの生物生産への寄与は低かったと結論される。しかし、キタムラ 
サキウニの地震後の生殖巣の量的な発達は地震前よりも大きかった。津波によって 
供給された懸濁物や他海藻の生育により食物が供給されたことによると考えられた。 
地盤沈下後、群落は潮下帯へ移行し、より摂食されやすくなったにも関わらず、固く 
摂食しづらいことと津波と高水温によりキタムラサキウニの個体群サイズが縮小したこ 
とも影響して群落は縮小されずにその生産力も維持されたといえる。今後、高水温化 
により東北地方太平洋沿岸ではヒバマタ目褐藻からなる藻場が維持され、冷水系の 
キタムラサキウニは浅所より密度を低下させ、暖水系のバフンウニは存続すると予想 
される。本研究は高水温化する北日本において津波と地盤沈下による攪乱がウニと 
ヒバマタ目褐藻藻場の相互関係に与えた影響をはじめて明らかにした。藻場の保全 
策にむすびつく重要な知見であることから学位の授与に値すると判断した。 
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